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相
生
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
及
び
評
議
員

監

　事

　香
島

　英
彦

　〃

　
　菊
本

　
　薫

評
議
員

　三
住

　浩
文

　〃

　
　川
端

　敏
正

　〃

　
　石
井

　圓
次

　〃

　
　小
山

　清
司

　〃

　
　福
本

　和
正

　〃

　
　山
本

　和
則

　〃

　
　荻
原

　隆
浩

　〃

　
　中
川

　武
明

　〃

　
　山
本

　良
一

　〃

　
　岡
田

　佳
也

　〃

　
　石
原
熊
太
郎

　〃

　
　小
松

　景
子

　〃

　
　鹿
島

　公
子

　〃

　
　高
畑

　和
正

　〃

　
　能
本

　英
樹

　〃

　
　田
中

　文
江

　〃

　
　三
木

　
　豊

　〃

　
　丸
山
チ
ズ
子

　〃

　
　荻

　
　人
美

　〃

　
　前
田
ゆ
り
子

　〃

　
　末
廣

　善
彦

　〃

　
　清
水

　直
子

　〃

　
　田
中

　秀
幸

　
社
協
は
、
地
域
福
祉
の

推
進
を
目
的
と
し
た
団

体
で
あ
り
、
市
内
全
戸
を

会
員
と
す
る
民
間
の
福
祉

推
進
団
体
で
す
。

　
組
織
を
運
営
す
る
た
め

の
理
事
13
名
、監
事
２
名
、

事
業
等
の
決
定
を
行
う

た
め
の
評
議
員
23
名
は

次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
）

会

　長

　瀬
川

　英
臣

副
会
長

　山
田

　勝
利

　〃

　
　松
尾
久
米
子

　〃

　
　花
田

　
　齊

理

　事

　岡
本

　文
博

　〃

　
　前
田

　浩
登

　〃

　
　南
條

　
　誠

　〃

　
　清
水

　
　一

　〃

　
　魚
橋

　武
司

　〃

　
　前
田
加
津
枝

　〃

　
　竹
平

　秀
夫

　〃

　
　西
崎

　健
一

常
務
理
事

　北
岡

　信
夫

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長

　瀬
川  

英
臣

　市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
、
相
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　こ
の
度
、
６
月
23
日
開
催
の

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事

の
皆
さ
ま
か
ら
の
推
挙
に
よ
り

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
地

域
福
祉
の
推
進
に
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
国

で
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
を
す
す
め
つ
つ
、
経
済
の

再
生
と
財
政
健
全
化
及
び
制
度

の
持
続
可
能
性
の
確
保
の
実
現

を
目
指
し
た
改
革
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
の
充
実
、
人
材
確
保
な
ど
の

対
策
を
進
め
る
た
め
、「
我
が

事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会

実
現
本
部
が
設
置
さ
れ
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
が
政
策
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
に
向
け
て
、
介
護
保
険
制
度

が
改
正
さ
れ
、
相
生
市
に
お
い

て
も
本
年
４
月
よ
り
新
し
い
総

合
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
が

日
常
生
活
の
場
で
適
切
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支

え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
害
が

あ
っ
て
も
、
だ
れ
も
が
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
、
生
き
が
い

を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と

が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
は
、
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
支
え
る
権
利
擁

護
の
仕
組
み
を
地
域
に
お
い
て

構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

　本
年
４
月
に
本
格
施
行
さ
れ

た
改
正
社
会
福
祉
法
に
よ
り
、

社
会
福
祉
法
人
に
は
経
営
管
理

体
制
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透

明
性
の
向
上
な
ど
が
求
め
ら

れ
、
特
に
「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
り
組
み
」
を
実
施
す

る
責
務
を
具
体
的
に
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　相

生
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
き
ま
し
て
は
、「
思
い
や
り

支
え
合
い

　笑
顔
で
暮
ら
せ
る

　あ
い
お
い
」
を
総
合
目
標
と

し
た
「
第
３
次
地
域
福
祉
推
進

計
画
」
に
基
づ
い
た
地
域
福
祉

活
動
を
推
進
し
、
社
会
福
祉
関

係
者
、
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
を
得
な
が
ら
、
制
度
の

狭
間
に
あ
る
生
活
課
題
に
寄
り

添
っ
た
総
合
相
談
や
生
活
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
関
係
各
位
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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TOWN NEWS

　
脱
水
症
状
に
は
水
分
不
足
だ
け
に
気
を
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
塩
分
不
足
に
も
気
を
つ
け
た
方
が
よ
い

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
水
分
と
塩
分
の
こ
ま

め
な
補
給
を
意
識
し
て
、
健
康
生
活
を
継
続
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

① 

一
日
分
の
必
要
水
分
量
を
把
握
し
て
お
く
。

② 

発
汗
や
発
熱
・
嘔
吐
・
下
痢
・
排
尿
な
ど
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
お
く
。

③ 

室
温
や
日
当
た
り
な
ど
の
環
境
に
気
を
配
る
。

④ 
入
浴
後
、
就
寝
前
の
水
分
摂
取
を
す
す
め
る
。

⑤ 
い
つ
で
も
水
分
摂
取
が
で
き
る
よ
う
に
手
の
届
く

場
所
に
準
備
し
て
お
く
。

　
あ
じ
さ
い
の
会
は
、
魔
除
け
と
あ
じ
さ
い
で
有
名
な

若
狭
野
天
満
神
社
下
に
あ
る
公
民
館
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
は
、

普
段
よ
り
健
康
を
意
識

し
た
体
操
や
手
先
を
使
う

手
作
り
作
品
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
日
、
社
協
の
介
護
予
防

講
座
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
後
に
は
、
質
問
や
意

見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、

女
性
の
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、
重
た
い
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
の
代
わ
り

に
コ
ー
プ
で
共
同
購
入
し
た
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

「
体
操
ブ
ー
ブ
ー
」
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
鼻
を

押
す
と
か
わ
い
い
声
で
し
ゃ
べ
り
出
し
、
そ
の
後
ラ
ジ
オ

体
操
が
流
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の

サ
ロ
ン
に
も
便
利

な
グ
ッ
ズ
が
あ
り

ま
す
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
だ
よ
り

相
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　

　
　
　

 

会
長

　清
水

　一

こ
れ
か
ら
の
季
節
は

に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

脱
水

あ
じ
さ
い
の
会

６
月
13
日（
火
） 

私
た
ち
の
ま
ち
の

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
訪
問

脱
水
症
状
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

水分・塩分不足によって起こりうる症状

 水分の欠乏 塩分の欠乏

口の渇き ある ない

 ある ない

食欲不振 ない 著しい

吐気・嘔吐 ない 著しい

だるさ わずか 激しい

けいれん ない ある

尿 量 乏尿 多くは普通

血 圧 正常 低下

めまい・
立ちくらみ

「体操ブーブー」

　
誰
か
の
た
め
を
思
っ
て
行
動
し
て
も
、
時

に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違
い
や
タ
イ
ミ
ン

グ
の
悪
さ
か
ら
、
相
手
を
不
快
な
気
持
ち
に

さ
せ
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
空
気
が
残
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
電
車
の
中
で
席
を

譲
る
」
と
い
う
善
意
の
行
為
が
相
手
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
何
を

思
う
で
し
ょ
う
か
。
人
が
親
切
で
や
っ
て
あ

げ
た
の
に
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
は
、

せ
っ
か
く
の
善
意
も
台
無
し
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
と
き
は
、
自
分
の
善
意
を
押
し
付
け

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
や

気
持
ち
に
な
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
て
「
ど
う

し
た
ら
相
手
の
心
が
和
む
の
か
」
と
い
う
思

い
や
り
の
心
で
冷
静
に
対
処
し
た
い
も
の
で

す
。
自
分
に
非
が
あ
っ
た
な
ら
と
も
か
く
、

相
手
の
勘
違
い
や
誤
解
か
ら
非
難
を
受
け
た

場
合
の
対
応
は
こ
と
の
ほ
か
難
し
い
も
の
で

す
が
、
そ
の
際
も
ま
だ
自
分
に
足
り
な
い
も

の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
自
分
を
省
み
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
成
長
の
糧
と
な

る
で
し
ょ
う
。

「
善
意
」 

を
実
ら
せ
る
た
め
に



あいおいの福祉　第138号 平成29年7月 4





あいおいの福祉　第138号 平成29年7月 6

Good intentions Bank

平成29年3月1日～平成29年6月30日 （敬称略）平成29年3月1日～平成29年6月30日 （敬称略）

住　所 氏　名 内　容 金額
（単位：円）

内　　容 金　額
（単位：円）

内　　容 金　額
（単位：円）

３月
旭５丁目 中央幼稚園ＰＴＡ  3,209
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000
旭2丁目 匿名  3,000
旭2丁目 匿名  3,000
 匿名  20,000
 匿名  2
 匿名  3,000
本郷町 相生モラロジー事務所  5,000
佐方3丁目 小寺　克典  3,000
山手１丁目 better-world  3,000
 匿名  2,000
若狭野町下土井 匿名  3,000
双葉1丁目 ㈱アクアティック 水泳大会の参加費の一部として 2,500
 匿名 テレホンカード 物品預託

４月
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000
山口県山陽小野田市 田村　征巳 山脇敏子供養のため 50,000
旭2丁目 匿名  3,000
旭2丁目 匿名  3,000
 匿名  物品預託
たつの市新宮町栗町 田中　利明、幹子 亡母（出口春枝）供養 100,000
那波西本町 匿名  5,000
旭3丁目 木下　渉 亡父（正）供養 50,000
 主任児童委員 マザーズマーケットの売上げ 3,200
佐方3丁目 小寺　克典  3,000
たつの市揖西町南山 相生モラロジー事務所  5,000

５月
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000
旭2丁目 匿名  3,000
旭2丁目 匿名  3,000
旭5丁目 匿名 健康に感謝 10,000
 匿名  物品預託
 匿名  350
 匿名  10,000
 匿名  2,000
佐方3丁目 小寺　克典  3,000
たつの市揖西町南山 相生モラロジー事務所  5,000

６月
 匿名  2,000
 幸せ老人  20,000
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000
 匿名 紙オムツ、シルバーカー 物品預託
 匿名  3,000
 匿名 テレホンカード 物品預託
旭2丁目 匿名  3,000
旭2丁目 匿名  3,000
 匿名  2,000
 匿名  5,000
佐方1丁目 岩原　泰行  物品預託
旭4丁目 ほんまち商店街振興組合  3,580
 匿名  3,000
旭3丁目 大西　祥枝  10,000
緑ヶ丘2丁目 匿名  物品預託
姫路市 晴れ女  60,000
たつの市揖西町南山 相生モラロジー事務所  5,000
佐方3丁目 小寺　克典  3,000

善意の日記念払い出し
要保護・準要保護世帯生徒の新中学一年生に対する
スポーツウエア購入費の援助（１件）
要保護・準要保護世帯生徒の中学校修学旅行に
伴う小遣い（１０件）

 10  相生ユネスコ協会
 5 若狭野町下土井 藤田 利與
 3 古池本町 角石 りつ子
 3 旭５丁目 宮崎 智子
 3 古池２丁目 岡本 文博
 3 若狭野町入野 中原 初子
 3 若狭野町入野 中原 美智子
 3 千尋町 山田 節哉
 3 那波野２丁目 音崎 勝弘
 3 那波野１丁目 匿名
 3 若狭野町八洞 匿名
 3 那波野１丁目 匿名
 2 相生２丁目 山田 笑子
 2 佐方３丁目 前田 京子
 2 緑ヶ丘３丁目 大西 茂
 2 佐方２丁目 中西 イク子
 2 若狭野町八洞 匿名
 2 佐方３丁目 匿名
 1 那波野２丁目 赤木 美智博

 1 那波野２丁目 佐渡 謙一
 1 古池２丁目 瀧元 のぶ子
 1 野瀬 高橋 房代
 1 汐見台 藤本 憲馬
 1 汐見台 藤本 ひとみ
 1 双葉１丁目 前田 加津枝
 1 汐見台 板野 紀之
 1 汐見台 板野 日出美
 1 佐方２丁目 小松 孝夫
 1 佐方２丁目 小松 景子
 1 佐方２丁目 金治 利明
 1 佐方２丁目 緑 和子
 1 佐方１丁目 片山 日出子
 1 那波西本町 匿名
 1 たつの市 匿名
 1 青葉台 匿名
 1 古池１丁目 匿名
 1 古池２丁目 匿名
 1 若狭野町若狭野 匿名

氏　　名住　　所口数
（1口：1,000円）賛助会員

善意銀行預託 善意銀行払出し

法人会員

氏　　名住　　所口数

7,000

60,000

612,728

菅沼　泰子 50,000
ハートフルフェア綿菓子コーナー募金箱 2,014

平成28年熊本地震義援金

金　額団 体 、事 業 所 、企 業 名所 在 地
（3,000円以上）

若狭野町入野 就労継続支援事業所グリーン 9,000 
双葉１丁目 認定こども園どんぐりの家 3,000 
大島町 保育園ゆりかごの家 3,000 
那波本町 なばの里デイサービスセンター 3,000 
那波野１丁目 障害者支援施設野の草園 3,000 
矢野町上 いぶき作業所 3,000 
野瀬 あいおい福祉会 3,000 
若狭野町若狭野 若狭野荘 3,000 
若狭野町雨内 障害者グループホーム「めばえ」 3,000 
矢野町真広 特別養護老人ホーム椿の園 3,000 
矢野町真広 養護老人ホーム愛老園 3,000 
相生３丁目 相生保育所 3,000 
那波野１丁目 平芝保育所 3,000 
矢野町下田 矢野川保育所 3,000 
若狭野町雨内 特別養護老人ホームグリーンハウス 3,000 
大島町 元気アップみのり 3,000 
那波大浜町 小規模多機能型居宅介護事業所たんぽぽ 3,000 
姫路市三左衛門堀西の町 生活協同組合コープこうべ 3,000 
那波本町 愛の家デイサービスセンター 3,000 



寄付額
寄付件数

善意銀行　近年の預託状況
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（単位：万円） （単位：件）
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）
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　相生市社会福祉協議会では、誰もが住み
慣れた地域で安心して暮らすことのできる
社会の構築を目指して様々な地域福祉活動に
取り組んでいます。皆さまからお寄せいた
だいた賛助会費は、相生市内の在宅福祉
サービスや小地域福祉活動推進のために活用
させていただいております。
　つきましては、社協活動の趣旨をご理解
いただき、みなさまにご協力賜りますよう
宜しくお願いいたします。

賛助会費のお願い

善意銀行ってなに？

≪振込先≫

≪賛助会費≫

金融機関名：みなと銀行

（フリガナ）

口　座　名　義

支店名：相生支店

フク）アイオイシシャカイフクシキョウギカイ　カイチョウ　セガワ　ヒデトミ

社会福祉法人相生市社会福祉協議会　会長　瀬川 英臣

種目：普通 口座番号 １００１７３４

年間 （1口）１，０００円
（口数は 1口以上何口でも結構です。）

　善意銀行は、「広く人々の善意の預託を受け、これを効果的に社会に還元することにより地域福祉の増進に
寄与すること」を目的としています。
　市民の皆さまからいただいた沢山の寄付金は、毎年、幼稚園や保育所、福祉施設等に払い出すほか、昨年度
には、私たちの住む地域にベンチや飛び出し注意板を払い出しました。また平成２５年度には、相生で災害が
起こった時に災害ボランティア
センター（社協）が復旧・復興の要
として最大限の力を発揮できるよう
１，０００万円を積み立てました。
　今後も、広報紙などを通じて善意
銀行の意義をご理解いただくため
ＰＲ活動をおこなうとともに、使途の
見直しや透明性を高めていきたいと
考えております。
　これからも皆様の
ご協力をよろしく
お願いいたします。
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TOPICS

3月22日（水）

認知症サポーター養成講座

千尋町一区で行われた講座では、認知症の方
への接し方や正しい知識について学びました。
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには
ご近所の支え合いが大切だと改めて感じました。

6月16日（金）

中央小学校４年生が総合福祉会館を見学

児童からは、「福祉会館では、子どもから
お年寄りまでいろいろな人の仕事をしている
ことがわかった。もっと“福祉”について学び、
人の役に立ちたい。」と感想が寄せられました。

意識で差がつく高齢者の安全

ふれあいいきいきサロン那波野では、
高齢者の交通安全について、相生警察
平﨑係長様に講習を受けました。

6月22日（木）

オリジナル衣裳で施設を訪問
4月11日（火）

千尋ボランティアグループふくろう会が、サービス付
高齢者向け住宅「天馬の郷」を訪問しました。
各メンバーはオリジナルのドレスで、懐メロを
披露し、施設内には“美声”が響き渡りました。

6月28日（水）

車いすを修理し海外へ届ける

相生産業高等学校機械科では、国内で使われなくなった
車いすを修理し海外へ送る活動を行っています。１０名の
生徒が協力し、1台ずつ分解しさびを落としたり、布や
タワシ等で磨き、ノーパンクタイヤに交換し組み立てています。

7月6日（木）

緑ヶ丘いきいきサロン

サロン参加者それぞれが願いを込めた
短冊を作成しました。たくさんのきれいな
飾りで立派な笹飾りが出来上がりました。

下土井ふれあいサロン
4月25日（火）

介護予防講座を行いました。サロンに
参加し、いろんな方と楽しくおしゃべり
することも明日の元気につながります。

もくれん市
6月22日（木）

認知症の当事者である竹内氏を講師に
招き、診断後から現在までの心境の変化や、
将来への思いなどをお話頂き、地域で暮らし
続けるために出来ることを考えました。

5月16日（火）

ハーモニカコンサート

介護者のつどい「あ・うんの会」は定例会で
リフレッシュ事業を行っています。５月は
酒井孝樹様のハーモニカ演奏でした。
「あ・うんの会」では会員を募集しています。
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福祉教育作文の表彰式
６月４日（日）に開催された「相生市善意のつどい」にて、応募
作品の中から最優秀賞、優秀賞に輝いた児童・生徒６名を
表彰し、最優秀賞を受賞した児童・生徒による作文の朗読が
行われました。

　
二
年
前
の
あ
の
日
は
大
雨
で
し
た
。

私
は
ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
る
た
び
に
あ
の

雨
の
日
の
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。
あ

い
ろ
う
園
と
い
う
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
っ

た
日
の
こ
と
で
す
。

　
は
じ
め
は
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
入
る
と
ホ
ー
ム
に
い
る
二
十

人
ぐ
ら
い
の
人
達
が
車
い
す
や
ベ
ッ
ド

の
上
か
ら
あ
た
た
か
い
笑
顔
で
私
た
ち

を
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
て

出
会
っ
た
人
た
ち
な
の
に
、
笑
顔
で
む

か
え
て
く
れ
た
お
ど
ろ
き
と
う
れ
し
さ

で
き
ん
ち
ょ
う
が
ほ
ぐ
れ
て
き
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
自
分
も
笑
顔
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
と
、
ま
ち
が
え

ず
に
お
ど
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
よ
う
ち
園
の
子
も
い
て

ま
ち
が
え
た
ら
は
ず
か
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
お
ど
り
な
が
ら
、
移
動
式
ベ
ッ

ド
の
中
か
ら
笑
顔
で
私
た
ち
の
お
ど
り

を
見
て
く
れ
て
い
る
人
達
が
見
え
ま
し

た
。

　「
ア
ン
コ
ー
ル
、
ア
ン
コ
ー
ル
。」

の
声
が
聞
こ
え
は
じ
め
ま
し
た
。
も
う

一
度
ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
り
ま
し
た
。
二

回
目
な
の
に
一
回
目
と
同
じ
よ
う
に
や

さ
し
く
、
あ
た
た
か
い
笑
顔
で
私
た
ち

の
お
ど
り
を
み
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
ま
ま
何
度
で
も
何
度
で
も

ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
れ
そ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
雨
が
ふ
っ
て

い
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
ど
り
お
わ
る
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
話
を
し
た

り
、
あ
く
手
を
し
た
り
す
る
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
の
人
も
私
の
手
を
に
ぎ
り
、

　「
ま
た
来
て
な
。」

や　「
い
い
お
ど
り
み
せ
て
も
ら
え
て
よ

か
っ
た
わ
。」

と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
泣
き

な
が
ら
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

動
け
な
い
お
年
よ
り
の
方
か
ら

　「
楽
し
く
動
け
る
う
ち
に
た
く
さ
ん
動

い
て
思
い
出
を
作
っ
て
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
達
の
お
ど
り
を

自
分
も
お
ど
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち

で
見
て
下
さ
っ
て
い
た
ん
だ
と
、
そ
の

時
気
づ
き
ま
し
た
。

　
ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
る
た
び
に
あ
の
日

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
い
つ
か

　「
ま
た
来
て
な
。」

の
約
束
を
は
た
せ
る
よ
う
な
日
が
く
れ

ば
い
い
の
に
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
の
お
年
よ
り
に
言
わ
れ
た

よ
う
に
、
楽
し
く
動
け
る
う
ち
に
た
く

さ
ん
動
い
て
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

小
学
校
の
部

矢
野
小
学
校

６
年  

福
本 

陽
香

『
や
さ
し
い
笑
顔
』

最
優
秀
賞
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中
学
校
の
部

『
私
達
に
も
で
き
る
事
は

         
た
く
さ
ん
あ
る
』

３
年 
西
川 

優
芽

双
葉
中
学
校

　
私
は
「
福
祉
」
と
聞
い
て
、
私
の
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
今
94

歳
で
す
。
私
が
産
ま
れ
た
時
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
80
歳
で
し
た
。
私
の
こ
と

を
す
ご
く
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
福
祉
施

設
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
学
校
が
あ
る
の
で
毎
日
は
行
け

ま
せ
ん
が
、
夏
休
み
や
冬
休
み
に
な
る

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
た
ず
ね
ま
す
。
で

も
、
今
ま
で
な
ら
普
通
に
話
を
し
て
い

た
の
に
部
屋
の
前
に
行
く
と
「
何
を
話

し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。」「
ど
ん
な
顔
を

し
た
ら
い
ん
だ
ろ
う
。」
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
部
屋
に
入
る
と
歩
く
こ

と
が
不
自
由
に
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
ま
し
た
。
私
は
「
な
ん
で
？
」
と

思
っ
て
、
う
ま
く
話
す
こ
と
も
笑
う
こ

と
さ
え
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

な
ぜ
だ
か
悲
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い

に
行
く
き
か
い
が
あ
り
、
私
は
不
安
で

し
た
。
福
祉
施
設
に
つ
く
と
笑
お
う
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
み
ん
な
が
い
な

い
と
こ
ろ
で
笑
っ
て
み
た
り
話
す
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
「
な

に
か
話
さ
な
い
と
。」
と
思
っ
て
、
話

し
か
け
ま
し
た
。
で
も
顔
は
笑
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
笑
い
な
が
ら
私
の
手
を
握
り
「
ひ

さ
し
ぶ
り
や
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
自
然
に
笑
い
な
が
ら

時
間
を
忘
れ
る
ぐ
ら
い
楽
し
い
会
話
が

で
き
て
、
私
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
変

わ
っ
て
い
な
い
、
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と

に
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。」
と

思
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
元
気

そ
う
な
顔
を
見
て
「
な
に
も
考
え
る
必

要
は
な
か
っ
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
失

礼
だ
っ
た
。」
と
思
い
ま
し
た
。
障
害

だ
か
ら
、
体
が
不
自
由
だ
か
ら
、
と
い

う
こ
と
で
人
の
見
方
を
変
え
る
の
は
だ

め
な
こ
と
だ
と
い
う
の
は
あ
た
り
ま
え

だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
す
ら
分
か
っ
て

な
か
っ
た
私
は
本
当
に
恥
ず
か
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
歩
け
る
よ
う

に
な
り
、
家
に
も
帰
っ
て
来
て
普
通
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
立
っ
た
り

座
っ
た
り
す
る
の
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
な
の
で
こ
れ
か
ら
は
私
か
ら
肩
を

か
し
て
あ
げ
た
り
物
を
持
っ
た
り
、
知

ら
な
い
人
で
も
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
い
き
ま
す
。
意
識
し

な
い
で
も
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ

で
私
は
人
へ
の
言
葉
遣
い
や
行
動
相
手

が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
な
ど
が
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友
達
の
相
談
に

の
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
私

の
行
動
で
良
い
思
い
を
す
る
人
が
増
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。




